
※取扱説明書内のイラストは、製品の仕様変更により、実際の製品と
若干異なる場合があります。
※デザイン及び仕様につきましては改良のため予告なしに変更する
ことがございます。

取扱説明書A

ご使用前に必ずお読みください
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https://www.seiwa-c.co.jp

この度は弊社製品をお買い求めいただきましてありがとうご
ざいます。ご使用の前に本取扱説明書、接続するBluetooth
接続機器の取扱説明書をお読みください。また一部の詳細
な説明は弊社Webサイトからご覧いただけます。

パスキー/ （ゼロを4つ）

接続機器名/

0000
BTF110

保証書付き

本製品はBluetooth対応の携帯電話/スマートフォン/ミュージックプレイヤーなどと接続してお使
いいただけますが、本書の中では特に記載のない限り、これらのBluetooth接続機器を「接続機
器」もしくは「携帯電話」と表記しております。

Bluetooth FMトランスミッター
BTF 110

はじめに

使用イメージ

携帯電話等
（Bluetooth 接続）

micro SDカード
（最大32GB）

USBメモリ
（最大64GB）

カーオーディオ

90MHz

AUX

FM

AUX（外部オーディオ入力）端子に接続
※カーオーディオ側でAUX接続モードに変更が
　必要な場合があります

FMラジオの周波数と合わせて電波を飛ばす

①車のエンジンを始動後、本機をアクセサリーソケットに奥までしっかりと挿入します。

②お好きな音楽メディアを接続します。(別売 )

③FM電波または、AUXケーブルで本機とカーオーディオを接続します。

Bluetoothで接続する
①本機が起動後、音楽メディアが接続されていない場合、自動的にペアリングモードになります。

BTF���

ペアリングモード中は点滅

②携帯電話等のBluetoothをONにし、接続可能な機器のリス
　トの中から[BTF110]を探して選択します。

音楽メディアが接続されるまでは
本機の品番が表示されます。

③ペアリングが完了すると、BTF110の品番表示が消え、接続
　機器の名称が表示されます。

※2回目以降はペアリング履歴のある接続機器（Bluetooth 
　ON状態）が近くにある場合、自動的に接続します。
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FM
電波

AUXケーブル

通話時間

電話番号（着信時）

ハンズフリー通話をする
①Bluetoothで接続している携帯電話から発信または着信すると通話画面に切り替わります。
※ダイヤルボタンを短く2回押すと、直前に発信した番号にリダイヤルできます。
②着信の場合は電話番号が画面に表示され、また番号を音声で読み上げます。
③ダイヤルボタンを1回押すと通話を開始し、通話時間がカウントされます。
④ダイヤルボタンをもう一度押すと通話を終了します。

音量（※通話時は最大15です）

音量（音楽再生時は最大31です）
FM周波数（MHz）

電圧計：バッテリー電圧が低い場合（12V未満）点滅表示します。

スペクトラムアナライザ：楽曲データの
低音～高音の音圧に応じて波形が変化します。
（※精密に表示するものではありません）

接続端末名（※名称が長いとすべて表示できない場合があります）

再生中楽曲名
（※サブスクリプションサービスなどでは表示が出ない場合があ
ります。また曲名が長いとすべて表示できない場合があります）

音楽再生ステータス

メイン画面表示（Bluetooth接続時）
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TRE
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CH+ CH-

通話用マイク

周波数の設定をする（トランスミッターの使用）
①「CH+」または「CH-」を押すと周波数設定画面に移行し、周波数の変更を行えます。
（約2秒間操作がないと元の画面に戻ります）
②周波数設定画面の間「CH+」または「CH-」またはダイヤルボタンを回して周波数を変更し、カー
オーディオ側で設定した周波数に合わせます。
※ノイズが入りにくいFM周波数を探して設定してください。ノイズが入りにくい周波数はお住まい
の地域や時間帯などにより異なります。
※地域を移動した場合、ノイズが入りやすくなることがあります。その際は周波数を再度調整してく
ださい。

CH+ CH-または を押す

CH+ CH-または

または

+

- で調整

おもなボタンのはたらき

CH+ CH- BASS

TRE

周波数プラス 周波数マイナス

曲戻し 曲送り

バスブースト
※低音域調整
　画面に移行

トレブルブースト
※高音域調整
　画面に移行

ダイヤルボタン
［短く押す］：音楽の再生/停止、
電話の応答、選択の決定など
［長押し］：メニュー画面に移行
（着信時は着信拒否）
［回す］：音量調整、周波数調整、
メニューの選択など

本製品の基本的な操作方法を確認してください。

ペアリング手順などのより詳しい説明は、取
扱説明書Bをこちらからご覧いただけます。
※QRコードに関わる通信料はお客様のご負担となります。
※QRコードからアクセスできない場合は、弊社URL（裏面記載）を直接入力してアクセスしてください。

※プラグは双方向共通ですので接続
　方向の指定はありません

AUXケーブル長：約50cm

※着信時にダイヤルボタンを長押しすると着信を拒否
することができます。
※通話時にダイヤルボタンを長押しすると音声の入出
力先を携帯電話本体に切り替えます。

●セット内容がすべてそろっていることを確認してください。

セット内容の確認

アクセサリーソケット

本機

クイックマニュアル

取扱説明書A
クイックマニュアル



https://www.seiwa-c.co.jp

株式会社

適合情報、ペアリング手順、新製品情報などが掲載されておりま
すので、インターネットをご利用の方は、ぜひご覧ください。

発売元

セイワホームページのご案内 （右のQRコードでもOK）

お客様サポートセンター  （裏面記載のトラブルシューティングで解決できないとき）

〒134-0092  東京都江戸川区一之江町3000番地

お客様サポートセンター…　 0570（039）710
受付時間/AM10:00～PM5:30（土曜・日曜・祝日除く）
〒273-0016 千葉県船橋市潮見町6-1

メイン画面表示（microSDカードまたはUSBメモリ接続時）

項目
Bluetooth仕様
Bluetooth対応プロファイル
対応コーデック
Bluetooth無線周波数
対応microSDカード

対応USBメモリ
再生可能フォーマット形式
再生可能ファイル形式

仕様
Version 5.0
HSP、HFP、A2DP、AVRCP
SBC
2.4 GHz スペクトラム
SD/SDHC（Class4以上）
32GB以下
64GB以下
FAT32
MP3, WMA, FLAC, WAV
（16bit/44.1kHz)※

項目
製品寸法・重量
（本体のみ）
マルチペアリング
マルチポイント（同時接続）
接続機器表示名
パスキーコード
電源端子
規格
使用可能距離

仕様
H145× W41× D42mm
約61g
対応（8台まで）
非対応
BTF110
0000 （ゼロを4つ）
電源プラグ（DC12-24V対応）
電波法2.4GHz帯工事設計認証
見通し 10m

製品仕様（主要諸元）

ナチュラル
（ノーマル）

ロック ポップ クラシック

ソフト ジャズ 重低音DBB

全曲リピート 1曲リピート シャッフル
（ランダム再生）

microSDカードを接続する

BASS

TRE

+

-

CH+ CH-

USBメモリを接続する

BASS

TRE

+

-

CH+ CH-

本体に対して裏側が手前

挿し込む
方向に注意

本体に対して裏側が手前

①音楽データの入ったmic roSDカードを
microSDカードスロットに「カチッ」とロックが
かかるところまで挿し込んでください。
②microSDカードの読み込みに成功すると自動
的に音楽再生が開始されます。
※microSDカードには、対応する音楽ファイル
以外のデータは入れないでください。
※microSDカードとUSBメモリの同時使用はで
きません。
※Bluetoothで機器を接続して音楽再生開始し
た場合、Bluetooth接続が優先されます。

①音楽データの入ったUSBメモリをUSBメモリポー
ト（USB-1）に挿し込んでください。
②USBメモリの読み込みに成功すると自動的に音楽
再生が開始されます。
※USBメモリには、対応する音楽ファイル以外のデー
タは入れないでください。
※microSDカードとUSBメモリの同時使用はできま
せん。
※Bluetoothで機器を接続して音楽再生開始した場
合、Bluetooth接続が優先されます。

※ハイレゾ音源（24bit/48kHz以上）は非対応です

0008/0012

桜が降る夜は .flac

プリセットイコライザ（EQ）
再生モード

曲番号 /収録曲数

充電用USBポート

microSDカード USBメモリ

低音域/高音域を調整する
①「BASS」または「TRE」を押すとイコライザ（低音域/高音域の2バンド）調整画面に移行し、
「BASS」を押した場合は低音域、「TRE」を押した場合は高音域の調整を行えます。
（約2秒間操作がないと元の画面に戻ります）

②イコライザ調整画面の間「CH+」または「CH-」またはダイヤルボタンを回して-5～+5までの11
段階でお好みの設定に変更します。

お手持ちのUSBケーブルをお使いいただき、
充電用USBポート（USB-2）から接続機器を
充電することができます。
※接続機器を充電しながらFMトランスミッ
ター機能を使用すると、ノイズが入る場合があ
ります。
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または を押す

CH+ CH-または

または

+

- で調整

BASS TRE

プリセットイコライザーを使用する

MENU
フォルダ
ファイル削除
再生モード
EQセッティング
言語

MENU
ナチュラル

ポップ
クラシック
ソフト
ジャズ
重低音DBB

ロック

再生モードを設定する（microSDカード/USBメモリ再生時のみ）

MENU
フォルダ
ファイル削除
再生モード
EQセッティング
言語

MENU

� 曲リピート
シャッフル

全曲リピート

あらかじめ低音～高音域のバランスが調整されたプリセットイコライザーを使用することも可能です。
①メイン画面でダイヤルボタンを長押しし、メニュー画面を開きます。
（約2秒間操作がないと元の画面に戻ります）
②ダイヤルボタンを回して「EQセッティング」を選び、お好みのイコライザーを選択します。

①メイン画面でダイヤルボタンを長押しし、メニュー画面を開きます。
（約2秒間操作がないと元の画面に戻ります）
②ダイヤルボタンを回して「再生モード」を選び、お好みの再生方法を選択します。

［全曲リピート］：メディア内の全ての曲を順番に再生し、全ての再生が終わったら1曲目に戻ります。
［1曲リピート］：選択した曲を繰り返し再生します。
［シャッフル］：メディア内の曲をランダムに再生します。

困った時は...

充電用USBポートを使用する

●故障かな？と思ったときは、お問い合わせいただく前に、本取扱説明書をもう一度お読みになり、
操作に誤りがないかお確かめください。また、次の項目をご確認ください。

このような症状が続く場合は、電波障害や一時的なフリーズが原因だと考えられます。対処方
法として下記の操作をお試しください。
　①携帯電話の電源をオフにして、再度電源をオンにする。※リセットをするとより確実です。
　②本機の電源をオフ（アクセサリーソケットから取り外す）にして、再度電源をオンにする。
上記の方法でほとんどの症状が解消されますが、解消しない場合は、携帯電話のBluetooth登
録機器リストから本機の機種名「BTF110」を削除し、再度ペアリングしてください。
それでも解消されない場合は、リセットをお試しください。

以下のような症状で使用できない場合の対処法
　■携帯電話で検索（サーチ）しても本機の機種名「BTF110」が表示されない
　■ペアリングは完了したが接続できていない
　■ペアリング済みの携帯電話が再接続（自動再接続）できない
　■ペアリング済み、接続済みの携帯電話で通話できない

挿し込む
方向に注意


